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めていたが、 特殊教育から特別支援教育への転換期と前後して、 対象となる障害に 「学習障
害」及び 「注意欠陥多動性障害」が加わり、それまで 「情緒障害」に含まれていた 「 自閉症」







































































1 のように10万人を超えた。 通級による指導が始まった平成5年と比較すると、 児童生徒
数は約9倍に増加している。 また、 通級による指導を行っている学校数及び担当教員の推
表l 通級による指瑯対象児童生徒数の推移
平成5年 平成10年 平成15年 平成20年 平成25年 平成29年
ADHD 3,406 10,324 18,135 
L D 3,682 10,769 16,545 
自閉症 7,047 12,308 19,567 
情緒障害 1,337 2,320 4,184 3,589 8,613 14,592 
難聴等 1,268 1,561 1,750 2,101 2,262 2,546 
言語障害 9,654 20,461 27,718 29,860 33,606 37,561 
















































































第141条 前条の規定により特別の教育課程による場合においては、 校長は、 児童又は生徒が、 当該
小学校、中学校、義務教育学校、高等学校又は中等教育学校の設置者の定めるところにより他の小学校、
中学校、 義務教育学校、 高等学校、 中等教育学校又は特別支援学校の小学部、 中学部若しくは高等部

































また、 進学校等においては、 成績が上位であり、 目立ったトラブルがない場合には、 教
師も通級による指導の必要を感じないことがある。
特別の教育課程の編成を必要とする生徒は、 それまでの教育歴等を詳細に見返すと、 そ




























































模擬授業、 ワ ークショップ型の特別の教育課程に関する研修などを積極的に取り入れ、 多
様なニー ズの生徒に対応できる専門性を習得することが早急に求められている。
6 おわりに
現在、 我が国では、 2020年の東京パラリンピック競技大会開催を契機として、 共生社会
の実現を図るための二つの柱として、 国民の意識やそれに基づくコミュニケ ーション等個人
の行動に向けて働きかける取組（「心のバリアフリ ー」分野） と、 ユニバー サルデザインの
街づくりを推進する取組（街づくり分野） を検討する方向性を示す 「ユニバー サルデザイン
2020行動計画」がとりまとめられ、 それに向けた取り組みが進められている。
バリアフリー については、 平成5年の障害者白書や平成7年の障害者プラン ～ ノ ー マライ
ゼ ーション7か年戦略 ～ でも、 物理的障壁（バリア）、 制度的障壁（バリア）、 情報・文化
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小・中学校の通級による指導が、 教育的サー ビスの期間も含めると約50年かけて発展し
てきたことを考えると、 表5の 「ユニバ ーサルデザイン2020行動計画」が示す、 「 2020年
度までに、 高等学校で通級指導が望まれる者への実現割合を100%」という目標は非常に高
いと思われる。
今後、 小・中学校での実践を生かし、 できるだけ短時間で、 高等学校の実I胄に応じた高校
版の通級による指導の在り方を検討することが私たちに課せられた喫緊の課題である。
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